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第１章 視覚情報のユニバーサルデザインの必要性

はじめに
　静岡県では、2006 年（平成 18 年）３月に、色の見え方に差がある方々へ情報を正しく
伝えるための指針として、「カラーユニバーサルデザインのための指針」を策定しました。
　人間は、情報の 80％以上を視覚から得ているといわれています。「目で見る」情報に対して、
デザインを優先するあまり、わかりにくくなってしまうこともあり、より多くの人に伝える
ためには色以外にも配慮が必要であることから、今回、内容を追加し、新しい指針を策定し
ました。
　この指針では、色の見え方に差がある方々だけでなく、より多くの方々にとって、見やす
く分かりやすい情報を提供するために、どのように取り組めば良いのかなど配慮すべき事項
について紹介しています。
　視覚情報のユニバーサルデザインについて正しく理解し、より多くの人に配慮した情報・
サービスの提供が行われるよう、行政機関をはじめ企業や団体等の皆様に、新たに印刷物な
どを作成する際、本指針を活用していただければ幸いです。

　人間は、目・耳・鼻・口・手の５感から情報を得ています。その中でも情報の 80％以上
を視覚から得ていると言われています。社会にあふれる「目で見る」情報に対して、高齢者や、
弱視（ロービジョン）・色弱者などの視覚に障害のある人だけでなく、若い人・視覚に障害
のない人にとっても、デザインが優先されるあまり、何が書かれているのか、何が大事なのか、
一目ではわかりにくいという情報も少なくありません。
　このような視覚情報について、ユニバーサルデザインの考え方を反映して、より多くの人
にとって、見やすく、分かりやすい情報を提供することが視覚情報のユニバーサルデザイン
です。

《ユニバーサルデザイン（UD）とは？》
　年齢、性別、身体能力、言語など、人々が持つ様々
な特性や違いを越えて、始めから、できる限りすべて
の人が利用しやすい、すべての人に配慮した環境、建
物、施設、製品、サービス等を整え、
提供するという考え方です。
　静岡県では、全国に先駆けて、
平成 11 年度からユニバーサルデ
ザインの理念を県政に取り入れ、
様々な行政分野でその推進に取り
組んでいます。
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１　視覚情報のユニバーサルデザインとは

　デザインをする際には、どんな人を対象としているか考えることが必要です。できるだけ
多くの人に伝わるデザインにするために、特に配慮が必要な人とその特性を紹介します。
●高齢者
　静岡県の高齢化率は、2000年（平成 12年）には 17.7％でしたが、2015年（平成 27年）
には 27.8％、そして 2020年には 30％を超えると予測されています。
　高齢になると、個人差はあっても身体機能の低下が必ず起こります。老化による視覚の機
能低下の主な内容は以下のとおりです。文字の大きさや色などに配慮が必要です。
・白内障：目の水晶体の黄色化と濁りが進行し、視力の低下が起こったり、色の見え方が
　　　　　変わったりします。
・緑内障：目から入ってきた情報を脳に伝達する視神経に障害が起こり、視野が欠けたり狭
　　　　　くなったりすることがあります。色の見え方が変わることもあります。

２　視覚情報のユニバーサルデザインの対象者

第 1章　視覚情報のユニバーサルデザインの必要性
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第２章 カラーユニバーサルデザイン

３　視覚情報のユニバーサルデザインの必要性

　私たちは、色覚によって色を認識しますが、この色覚はいくつかのタイプに分けることが
でき、色の見え方は人によって異なります。
　多様な色覚に配慮して、なるべくすべての人に情報が正確に伝わるよう、色の使い方や文
字の形などに配慮することを「カラーユニバーサルデザイン」といいます。

１ 色覚の多様性

●外国人

　静岡県内に暮らす外国人は、人口の約 2.4％（2018年（平成 30年）12月末現在）おり、
外国人観光客も増加しています。日本語がわからない外国人が困らないように配慮が必要で
す。

●視覚障害者

　視覚障害者は、大きく２つのグループに分けられます。それぞれに必要な配慮が異なりま
す。
　・全く見えない（全盲）
　　　物の形が全く見えない状態ですが、中には明暗色の区別がつく場合もあります。先天
　　的に障害のある人よりも後天的に中途失明する人が多いと言われており、障害のある人
　　の９割は点字を読むことができないのが実情です。
　・弱視（ロービジョン）
　　　矯正視力が 0.3 以下のことを弱視（ロービジョン）と言います。視野がぼやけて狭く
　　なる場合や視野の一部が欠ける場合、視野の中央部分が見えにくくなる場合があり、人
　　により見え方が異なります。

●色覚障害者（色弱者）

　色の感じ方が一般の人と異なる障害です。詳しくは、第２章のカラーユニバーサルデザイ
ンで紹介します。

　視覚から得られる情報の中には、災害情報や病気、食品衛生に関わる情報、選挙など権利
の行使に関わる情報といった、重要な情報も含まれており、これらを誰もが適切に受け取れ
るよう、視覚情報に配慮する必要があります。
　また、2016年（平成 28年）4月には「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障
害者差別解消法）」が施行されました。この法律では、「不当な差別的取扱いの禁止」と「合
理的配慮の不提供の禁止※」が定められており、情報を発信する事業者や行政には、情報ア
クセシビリティのより一層の向上が求められています。

　　　　※国の行政機関・地方公共団体は、法的義務、民間事業者は努力義務

（1） 色覚障害の状況

　色の感じ方が一般と異なる人の中で、一番多いのが、いわゆる色弱者です（色覚異常・色弱・
色覚障害・色覚特性とも称されます）。日本では男性の約 20 人に１人、女性の約 500 人に
１人、日本人全体では約 320 万人の色弱者がいると推定されています。世界では２億人を
超える人数で、血液型がＡＢ型の男性の人数に匹敵します。これらの方は、視力 (目の分解能) 
への影響はありませんが、一部の色の組み合わせについて、一般の方と見え方が異なります。
　また、この他に、緑内障、白内障など老化に伴う目の疾患によっても色の見え方が変化し
ます。日本国内の白内障の総患者数は 90 万人を超えており、そのうち 65 歳以上の方が約
90％を占めています。高齢社会を迎え、これらの方に対する配慮がさらに必要となります。
　さらに、糖尿病性網膜症、網膜色素変性症などの疾患で視力が低下する、いわゆるロービ
ジョンと呼ばれる方も数十万人存在します。これらの方には、色の見え方や明度差（コント
ラスト）の程度などに配慮が必要になります。
　色が全く見分けられず、色の違いを明暗でしか感じることができない方も数万人程度存在
します。
　このように、色の見え方は、その人の特性によって異なると言ってよいでしょう。

(2) 色覚の仕組み

　光が物体を照らし、そこから反射した光を目で受けることで、私たちは物を見ています。
物によって反射する光の波長は異なり、それがその物の色の違いになります。
　人間の目の網膜には、暗いときだけ働く杆体 ( かんたい ) と明るいところだけで働く錐体
(すいたい )の、２種類の視細胞があります。錐体 (すいたい )には、L( 赤 )・M( 緑 )・S( 青 )
の 3 種類があり、それぞれが異なる波長の光を感じる役割を担っています。そしてその錐
体 (すいたい )が受けた刺激が大脳に伝わり、色を認識しています。　

《静岡県の取組》

　静岡県では、障害者差別解消法の趣旨にのっとり、全ての県民が、障害の有無によっ
て分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実
現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的として、「静岡県障害を
理由とする差別の解消の推進に関する条例」（2017 年（平成 29 年）４月１日施行）
を定めています。

第 2章　カラーユニバーサルデザイン

虹彩
網膜
中心窩

視神経

視細胞

錐体杆体硝子体

角膜

水晶体
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（3） 色覚の違いと呼称

　光を感じる錐体には、血液型のように生まれつきのタイプがあります。
一番多いのが L（赤）・M（緑）・S（青）の３種類の錐体を持つタイプで、日本人男性の約 95％、
女性の 99％以上を占めます。この指針では、３種類の錐体を持つ一般色覚者を「C 型」
（Commonの略）と呼びます。
次に多いのが M（緑）錐体が無かったり感じる波長が赤に似通ったタイプ（D 型※）、その
次が L（赤）錐体が無かったり感じる波長が緑に似通ったタイプ（P 型※）です。C・D・P
型の３タイプで、ほとんどを占めており、その他に、T型とA型が知られています。

※「Ｐ型、Ｄ型色覚」などの呼称は、特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイン機構の
　提案するものです。「正常」と「異常」で分類するのではなく、血液型のように色覚型を
　生まれ持つタイプとして捉えて欲しいとの考え方から、一般色覚者を「C型」、色弱を
　「Ｐ型」「Ｄ型」等という呼称を使用しています。（ P～A 型は医学上の英文表記となる、 
　Protanope(P-type)、Deuteranope(D-type)、Tritanope　(T-type)、Achromat
　(A-type) の和訳）

Ｐ型・Ｄ型の感じ方の特徴

・色弱者の大半を占めるＰ型、Ｄ型の方にとって、例えば、「青と紫」、「深緑と茶色」、「赤
  と緑」のような組み合わせは、色の区別がしにくくなります。
・彩度の高い色（白や黒を含まない色）に比べて、彩度の低い色（白や黒を含む色）は
  識別が困難になります。（例えば、「水色とピンク」、「灰色とピンク」など）
・鮮やかな蛍光色の見分けも、明るさの差がなくなってしまうため、識別が困難となり
  ます。（例えば、「黄色と黄緑」）

すいたい

(4) 色弱者の色の感じ方

　C型、P型、D型のタイプ別に色の見え方を疑似変換（シミュレーション）してみました。
P型、D型の人の色区別のしづらさをあらわしています。

(5) 高齢者の色の感じ方

　緑内障、白内障など老化に伴う目の疾患による色の見え方は、色弱者とは異なります。色
弱者に識別しやすくても、一般の人や高齢者には識別しづらい色があります。

すいたい

すいたい

すいたい

すいたい

人間の 3つの錐体の分光特性

L（赤）錐体…主に黄緑～赤の光を強く感じる
                   （吸収極大 558nm）
M（緑）錐体…主に緑～橙の光を強く感じる
                   （吸収極大 531nm）
S（青）錐体…主に紫～青の光を強く感じる
                   （吸収極大 419nm）

色の見え方 タイプ
錐体細胞

L M S
この指針
での呼称

一般色各覚者 C型 ● ●

● ●

●

● ●

● ●

● ●

●△

△

●
P型

D型

T型

A型

色弱者

頻度
（男性）

強度

弱度

強度

弱度

約 95％

約 1.5％

約 3.5％

約 0.001％

約 0.001％

C型の色の感じ方（一般色覚者） P型の色の感じ方例（色弱者） D型の色の感じ方例（色弱者）

※この指針の疑似変換（シミュレーション）画像は、色弱者の見え方に近い色を再現したものであり一例です。
　見え方、感じ方は人によって異なります。

（元画像） （元画像）

色弱者の
シミュレーション

白内障の
シミュレーション

白内障の
シミュレーション

色弱者の
シミュレーション

第２章 カラーユニバーサルデザイン

高齢者と色弱者の見え方例

色弱者と白内障の人では、見分けやすい色が違います。
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・濃い赤が黒と同じに見えるため、強調している内容が伝わりにくいことがあります。

・色の表示のない絵の具では、「○○色の絵の具を使うように」と言われても区別がつかず困
　ることがあります。

〈具体例〉
●C型、P型、D型

C 型（一般）の見え方 白内障の見え方
（シミュレーションした場合）

●白内障
・白内障の方は、白と黄色、青と緑の区別が困難です。また像がぼやけて見えるようになります。

●高齢者・色弱者がわかりやすい配色
・色相に加え、明度、彩度に差をつけると、高齢者や色弱者にも見わけやすくすることがで
  きます。

C型（一般色覚者）の感じ方 P型（色弱者）の感じ方

C型（一般色覚者）の感じ方 P型（色弱者）の感じ方

C型（一般色覚者）の感じ方 P型（色弱者）の感じ方
★平日の黒文字と祝日の赤文字の違いが分かりません。

★赤い色で注意を促す看板、P型の人には、黒色と赤色が似た色に見えるため読めません。

・地図や路線図など色だけで表示されているものは、区別がつきにくいことがあります。

C型（一般色覚者）の感じ方 P型（色弱者）の感じ方

★赤系の絵の具の色が見分けにくいため、どれを選んで良いのか分かりません。

～色の 3要素「色相」・「明度」・「彩度」について～
色相とは

低← →高

低← →高

「赤」「青」「黄」などの色合いの
ことです。

明度とは 明るさの度合いのことで、目に
感じる光の強弱を示す量です。
白に近づくほど明度が高くなり、
黒に近づくほど低くなります。

彩度とは 鮮やかさの度合いのことです。
原色のように白や黒を含まない
色ほど、彩度が高くなります。

第２章 カラーユニバーサルデザイン

 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 31 1 2 3 4

３月

高齢者・色弱者がわかりやすい配色

色弱者には見分けづらい配色 見分けやすい配色
（元画像）

色覚シミュレーション 色覚シミュレーション 

 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 31 1 2 3 4

３月
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　カラーユニバーサルデザインは、色を区別することで情報を伝えたい場合に、色の使い方
を工夫したり、識別しやすくするためにカタチを変えたりすることなどにより、情報を正し
く伝えようとすることです。
　色に意味を持たせていないデザインでは、必ずしもカラーユニバーサルデザインに配慮す
る必要はありませんし、「使ってはいけない色」というものがあるわけでもありません。
色分けに意味がある場合や、色と文字が重なる場合などには、伝えたい情報が色によって阻
害されることのないよう配慮が必要となります。
　以下、色の工夫や色以外の工夫によるカラーユニバーサルデザインの実践例を紹介します。
使用する場面に応じて様々な手法を選択して活用してください。

(1) 色の工夫
●文字に色を付けるときは、背景色との組み合わせに配慮する
・背景色と文字色には、はっきりとした明度差（コントラスト）をつけます。
・背景が色付きの場合は色付き文字を重ねずに、暗い色の背景には明るい色の文字、明るい
　色の背景には暗い色の文字を使用しましょう。
・見分けにくい色を使う場合には、文字に白縁をつけましょう。

●色を組み合わせるときは、明度や彩度の差を利用する
・色弱者は、色相の見分けが苦手な分、明度や彩度の差には敏感です。同じ色名の色でも、    
　明度や彩度の差で分かりやすさが変わります。
・彩度の低い色同士の組み合わせは、混同しやすいため避けましょう。彩度の高い色と彩度
　の低い色を対比させましょう。

2 カラーユニバーサルデザインの実践例

見分けにくい色の例

見分けにくい色の例

見分けやすい色の例

見分けやすい色の例

第２章 カラーユニバーサルデザイン

静岡県 静岡県 静岡県 静岡県

静岡県 静岡県 静岡県 静岡県

静岡県 静岡県 静岡県 静岡県

白 色 と 黄 色 赤 色 と 黒 色

赤 色 と 緑 色 赤 色 と 紫 色

緑 色 と 茶 色 濃 い 青 色 と 黒 色

静岡県 静岡県 静岡県 静岡県

静岡県 静岡県 静岡県 静岡県

静岡県 静岡県 静岡県 静岡県

白 色 と 青 色 黄 色 と 青 色

白 色 と 緑 色 黄 色 と 黒 色

白 色 と 赤 色 緑 色 の 明 暗

見分けにくい色の例 見分けやすい色の例

見分けにくい色の例 見分けやすい色の例

・異なる色を使うのではなく同じ色の濃淡で区別した方が、分かりやすい場合があります。

C型（一般色覚者）の感じ方 D型（色弱者）の感じ方 C型（一般色覚者）の感じ方 D型（色弱者）の感じ方

緑の
濃淡

緑の
濃淡

うす緑色 緑色

濃い緑色

うす緑色 緑色

濃い緑色

黄緑色 橙色

黄土色

黄緑色 橙色

黄土色

紺色 黄緑色 水色 赤色

緑色 黄緑色

水色

白色 黄色

ピンク色

｠黄色 紫色

ピンク色赤色

黄緑色 橙色 紫色 紺色

赤色 緑色

灰色
水色

ピンク色

明るい
カーキ色

明るい
黄緑色

明るい
黄色

青緑色 灰色

P 型（色弱者の感じ方）
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●色の面積を広くする
・伝えたい情報が書かれている「文字を太く」したり「面積の広い方に色をつける」という
　工夫をすると見分けやすくなります。

●強調する
・強調する意味で赤色を使うことがありますが、一部の色弱者には黒い文字と同じように見
　えます。強調は、赤橙をつかったり、強調したい部分の文字の大きさやフォントを変えたり、
　下線を引いたりすることで、強調していることを伝えやすくなります。

第２章 カラーユニバーサルデザイン

ご使用の方は裏面に
ある注意事項をよく
お読みください

ご使用の方は裏面に
ある注意事項をよく
お読みください

ご使用の方は裏面に
ある注意事項をよく
お読みください

ご使用の方は裏面に
ある注意事項をよく
お読みください

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方

改
善
後

★文字の大きさを太くして、色の面積を増やすと違いが分かりやすくなります。

★赤色をオレンジ系の赤色に変更すると、黒字の中の強調（色区分）がわかるようになります。
★さらに、文字の大きさを変えたり、下線を引くなどの方法で強調を伝えます。

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方

改
善
前

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方
改
善
後

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方改
善
前

●ハッチング　（地模様）を加える
・図やグラフなどでは、色塗りだけで区別せず、ハッチング（地模様）等を併用するとより
  判別しやすくなります。

●カタチを変える
・グラフの線は、線を太くして色をわかりやすくしたり、点の形を○△□に変えたりするな
  ど色以外の情報を加えて区別しやすくしましょう。

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方
改
善
後

★濃淡、明度差をつけ、ハッチング（地模様）等を入れる分かりやすくなります。
（ハッチングは使いすぎると、一般の人も見づらくなることもあるので注意しましょう。）
★凡例との色合わせを避け、グラフ中に書き込んだり、引き出し線を活用したりします。

★色以外に線種や、○△□などマーカーの形を変えると、分かりやすくなります。
★直接、グラフに書き込むなど工夫し、凡例との色合わせを避けます。

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方
改
善
前

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方
改
善
後

P 型（色弱者）の感じ方C型（一般色覚者）の感じ方
改
善
前

赤黒
太い

赤黒
細い 細い

赤黒

太い

赤黒

（2） 色以外の工夫
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モスクワ
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第２章 カラーユニバーサルデザイン

・Adobe® Photoshop®  CS4 以降
　アドビシステムズ株式会社から販売されている Adobe® Photoshop® の CS4以降のバー
ジョンには、カラーユニバーサルデザインのソフトプルーフ（疑似変換）機能が付いています。
また、Adobe® Illustrator® CS4 以降のバージョンにも、画面上でシミュレーションできる
機能が付いています。
※上記のシミュレーション用ソフトは、特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイン機
構 が、色弱者によるモニター検証等を行い認証した製品です。チェックツールの詳細につい
ては、同団体のホームページを参照してください。http://www.cudo.jp/

・アナザービジョン
　メディア・ユニバーサルデザイン協会が開発したソフトで、色弱者だけでなく、高齢者（白
内障や老眼）の見え方も簡易的にシミュレーションすることができます。

カラーUDチェックツールを使用する際の注意

　疑似変換（シミュレーション）には限界があり、色弱者の見え方を完全に再現する
ものではありません。カラーＵＤチェックツールで示される色は、色弱者が感じる色
とは限りません。また、すべての色弱者が、カラーＵＤチェックツールで示されるよ
うな色の見え方をしているわけではありません。これらのツールは、「ある色が色弱者
に何色に見えているか」を確認するのではなく、「複数の色を使う場合、色弱者にはど
の色とどの色が見分けにくいか」を調べるためのものです。
　こうした注意点を踏まえ、一般的な文書の色使いの見分けやすさを素早く確認し、
見分けにくい箇所を見つけて修正することなどに、カラーＵＤチェックツールを活用
してください。

　東京大学分子細胞生物学研究所 伊藤啓准教授研究室、社団法人日本塗料工業会、DIC 株
式会社、DIC カラーデザイン株式会社、特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイン機
構、石川県工業試験場の産学官連携により、どのような色覚の方にも比較的見分けやすい色
を絞り込んだ配色セットが開発されています。
　この配色見本は、印刷物に使う場合や、画面表示・プレゼンテーション等に使う場合など
の用途別にダウンロードできます。
　今後、実際の使用実績から得られたノウハウを反映して、色調や配色は逐次改訂していく
可能性がありますので、使用上の注意の詳細や、最新の情報は以下のホームページで確認し
てください。
http://www2.cudo.jp/colorset/

参考２ カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット















28 29

　安全標識は、遠くからでも容易に「禁止」、「安全」などの指示内容が一目で認識できなけ
ればなりませんが、その認識性はデザインと色使いに左右されます。対応する国際標準との
整合を保ちつつ、多様な色覚を持つ人々の安全標識に対する認識性を向上させるため、色の
組み合わせに対する認識性調査により選定した色（ユニバーサルデザインカラー）を採り入
れたＪＩＳＺ9103（図記号 - 安全色及び安全標識 - 安全色の色度座標の範囲及び測定方法）
の改正を行いました。これにより、多様な色覚を持つ人々や訪日外国人を含め、多くの人々
の安全の確保及び利便性の向上が期待されます。

特定非営利活動法人メディア･ユニバーサル･デザイン協会（ＭＵＤ協会）は、利用する方々の側に立ち、
必要とされる情報を分かりやすく伝えることを目的として、2008年 ( 平成 20 年 )1 月に設立されま
した。「デザイン」「文字の使い方」「色の使い方」などに配慮や工夫を加えることで、誰もが使いやすく、
見やすいメディアの提供を目指し、メディアのエキスパートとしてより良い社会づくりに貢献したい
と考えています。

　M U D 協会は本年で 13 回目を迎える全日本印刷工業組合連合会が主催するメディアユ
ニバーサルコンペティションに審査員として参画しています。このコンペで優秀と認められ
た作品の中からＭＵＤ協会が商品化したものが学校教育現場や一般市場で広くご利用を頂い
ています。直近では第 9 回経済産業大臣賞を受賞した災害時の避難所開設時に必要な「避難
所サポートセット」を商品化し、昨年発生した大阪府北部地震、西日本豪雨の避難所でご利用
頂きました。またこの商品は行政、民間企業、自治会などで幅広くご購入を頂きもしもの時
の備えになっています。

（注 1）黄赤の浮輪については、JIS に登録された図記号はなくイラストで紹介。また、赤紫
の放射能マークについては放射線障害に関する施行規則によります。
（注 2）図記号の下欄に記載された数字・アルファベットは、JIS 安全色 z9103 ではマンセ
ル値が規定されていますが、印刷やデジタルサイネージなどでお使いになる CMYK・RGB
推奨値は JIS 安全色普及員会が定め公開しています。
出典：経済産業省 産業技術環境局 国際標準課／ JIS 安全色普及委員会

■一般材料の色による改正前及び改正後の色（図記号を入れた場合）

＜監修・協力＞
・特定非営利活動法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会

・特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイン機構
社会の色彩環境を多様な色覚を持つ様々な人々にとって使いやすいものに改善して行くことで、
「人にやさしい社会づくり」をめざすNPO法人。2004年（平成 16年）設立。2010年（平成 22年）
バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労賞 内閣総理大臣表彰 受賞   http://www.cudo.jp/

＜参考文献・ホームページ＞
・2003年（平成 15年）｢色覚に関する指導の資料｣（文部科学省）
・経済産業省

第４章 その他のユニバーサルデザインの配慮

■視覚情報のユニバーサルデザインに関する先進的な取組

コンテストやセミナーを通じて、メディア UDの考え方を普及安全色及び安全標識に関するＪＩＳ改正
―ユニバーサルデザインカラーを採用―




